
三和図書館

　ありさんシェフの晩
ば ん

餐
さ ん

会
か い

へ
ようこそ！　偉大なるありさ
んシェフが、どうぶつたちを
晩餐会に招待しました。でも
席を決めるのに一苦労。あり
さんシェフの晩餐会はうまく
いくのでしょうか？

出版社…講談社

【絵本】
ありさんシェフのしょうたい
じょう

ダリオ・ポモドーロ　著
ロレンツォ・サンジョ　絵

【一般書/動物学】
海の賢者タコと暮らす

もち　著

少林寺拳法茨城総和スポーツ少年団
(少林寺拳法)

　少林寺拳法は1947年に日本で生まれました。突きや蹴り
で対処する「剛

ご う

法
ほ う

」と抜きや逆
ぎゃく

技
わ ざ

で対処する「柔
じゅう

法
ほ う

」とがあ
り、体の大きさや力の強さに頼ることなく、相手を制する技
術が学べます。また修行によって、自信と勇気が身に付くた
め精神修養の場としても最適です。
　私たちは少林寺拳法を通して、地域社会に役立つ人づくり
を目指しています。団員は随時募集していますので、お気軽
にお問い合わせください。

チームデータ

▼活動日
水・土曜日：19時～20時30分
▼活動場所
イーエスはなもも体育館
▼問
野口雅

ま さ

司
じ

℡：090-8506-7558

　何の変哲もない町の本屋に
夜になると魔法使いたちが訪
れる。店の奥には、この世に
1冊しかない〈魔法の書〉が
保管されている。本屋の娘ア
リーチェが、ある日、訪ねて
きた魔法使いに「魔法を教え
てくれない？」と言うと…。

出版社…静山社

　日本における団体旅行の始
まりは、汽車で行くお伊勢参
りだった！　旅のお世話に生
涯を賭けた、日本初の旅行会
社「日本旅行」創業者・南新
助の奮闘と激動の生涯を描
く、旅行屋さん小説。

　出版社…実業之日本社

【一般書/小説】
旅行屋さん

河
か わ

治
じ

和
わ

香
か

　著

【児童書/読み物】
アリーチェと魔法の書

長谷川まりる　作

　毎日ハイタッチ、いじけて
すねる、テレビ観賞する…。
タコをペットとして飼う著者
が、タコと繰り広げる日々の
いろいろな情景、物語を、
写真やイラストと共に紹介す
る。タコのすごい知性とコ
ミュ力、おもしろ行動が満載。

出版社…さくら舎

明
治
維
新
の
俊
英
た
ち

　
　
　
　
　
　
鷹
見
泉
石
の
交
流
か
ら

三
月
廿

に
じ
ゅ
う

六
日
」
と
あ
り
、
安
政
元

(

１
８
５
４)

年
３
月
26
日
に
泉
石
か
ら

「
蝦
夷
地
図　

壱
枚
」
を
借
用
し
た
際

の
証
文
と
わ
か
り
ま
す
。

名
村
五
八
郎
の
蝦
夷
地
出
役

　
文
政
９(

１
８
２
６)

年
、
オ
ラ
ン
ダ

通
詞
の
子
と
し
て
長
崎
に
誕
生
し
た

名
村
は
、
二
十
歳
過
ぎ
か
ら
英
語
修

得
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
う
し
た

経
歴
を
か
わ
れ
た
名
村
は
、
嘉
永
６

(

１
８
５
３)

年
６
月
、
浦
賀
沖
へ
姿
を

現
し
た
ペ
リ
ー
艦
隊
に
対
応
す
る
た
め

現
地
へ
赴
任
、
翌
年
１
月
再
来
日
し
た

ペ
リ
ー
と
翌
々
月
の
３
月
３
日
に
調
印

さ
れ
た
日
米
和
親
条
約
条
文
を
翻
訳
し

て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
同
条
約
に
よ
る
箱
館
開
港

に
伴
い
、
同
年
３
⽉
17
日
、
彼
は
出
役

中
の
横
浜
で
蝦
夷
地
出
向
を
命
じ
ら

れ
、
25
日
に
江
戸
を
出
発
。
そ
の
翌
日

３
月
26
日
付
の
借
用
書
は
、
蝦
夷
地
へ

向
か
う
名
村
五
八
郎
が
古
河
城
下
の
鷹

見
泉
石
を
訪
ね
て
「
蝦
夷
地
図
」
を
借

り
受
け
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な

り
ま
せ
ん
。
長
年
、
舶
来
文
物
の
最
前

線
に
立
つ
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
た
ち
と
の
交

開
国
前
後
の
重
要
機
密

　
高
度
な
機
密
性
を
有
す
る
情
報
を
収

集
し
、
同
時
代
の
識
者
か
ら
一
目
置
か

れ
て
い
た
古
河
藩
家
老
の
鷹
見
泉
石
。

彼
の
知
見
は
、
間
接
的
で
あ
る
に
せ

よ
、
幕
末
か
ら
明
治
期
に
お
け
る
国
政

に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
黒
船
来
航

後
に
お
け
る
一
連
の
国
際
情
勢
の
変
化

は
、
そ
の
知
識
を
よ
り
一
層
際
立
た
せ

た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

泉
石
の
北
方
情
報

　

嘉か

永え
い

７(

１
８
５
４)

年
３
月
、
ペ

リ
ー
と
締
結
し
た
日
米
和
親
条
約
に

よ
っ
て
新
た
に
箱
館(

現
在
の
函
館)

が

開
港
と
な
り
ま
す
が
、
鷹
見
泉
石
の
蝦え

夷ぞ

地ち

関
連
情
報
は
、
そ
れ
を
契
機
に
有

識
者
た
ち
の
間
で
ま
す
ま
す
重
視
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
勘
定
奉
行
の
川か

わ

路じ

聖と
し

謨あ
き
ら

は
「
蝦
夷
の

事
な
ど
、
三
十
年
余
り
御
教
示
、
則す

な
わ

ち

遣つ
か

わ
さ
れ
候

そ
う
ろ
う

御
書
面
を
そ
の
懸か

か

り
の

人
々
え
も
拝
見
致
さ
せ
候
て
、
僕ぼ

く

か
蝦

夷
の
事
は
、
鷹
見
翁お

う

の
御ご

伝で
ん

」
と
書
状

に
記
し
、
す
な
わ
ち
30
年
余
り
泉
石
か

ら
北
方
に
関
わ
る
知
識
の
教
示
を
受
け

て
い
た
こ
と
、
幕
府
の
担
当
係
に
そ
の

貴
重
な
情
報
を
回
覧
さ
せ
た
こ
と
、
蝦

夷
に
関
わ
る
自
身
の
学
識
は
泉
石
直
伝

で
あ
る
こ
と
を
披
歴
し
て
い
ま
す
。
川

路
の
泉
石
に
寄
せ
る
信
頼
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
開
明
派
の

彼
は
、
幕
府
韮に

ら

山や
ま

代
官
で
反
射
炉
を

築
い
た
江え

川が
わ

英ひ
で

龍た
つ

、「
蘭
学
に
て
大だ

い

施せ

主し
ゅ

」
と
評
さ
れ
た
田
原
藩
家
老
の
渡

辺
崋
山
ら
と
交
流
を
深
め
、
嘉
永
６

(

１
８
５
３)
年
７
月
、
長
崎
来
航
の
ロ

シ
ア
使
節
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
対
す
る
応

接
掛
と
条
約
交
渉
に
あ
た
り
、
翌
年
に

は
日
露
和
親
条
約
の
調
印
と
い
う
重
責

を
果
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
事
例
を
も
う
ひ
と
つ
。
図

版
の
古こ

文も
ん

書じ
ょ

は
、
名な

村む
ら

五ご

八は
ち

郎ろ
う

な
る

者
が
泉
石
に
宛
て
た
借
用
書
で
、「
寅

流
を
大
切
に
し
て
い
た
泉
石
は
、
名
村

に
対
し
て
北
方
関
係
情
報
の
要
諦
を
懇

切
に
伝
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

英
語
教
育
事
始
め

　
蝦
夷
地
に
渡
っ
た
名
村
は
、
開
国
後

最
初
の
公
式
訪
問
国
と
な
る
万
延
元

(

１
８
６
０)

年
遣け

ん

米べ
い

使し

節せ
つ

で
副
使
と
な

る
箱
館
奉
行
の
村む

ら

垣が
き

範の
り

征ま
さ

の
推
薦
に
よ

り
通
訳
と
し
て
米
国
に
随
行
、
首
席
通

詞
と
し
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
第
15
代
大

統
領
ブ
キ
ャ
ナ
ン
と
の
会
見
に
も
立
ち

会
い
ま
し
た
。蛇
足
な
が
ら
、名
村
は
、

ワ
シ
ン
ト
ン
で
見
学
し
た
展
示
施
設
を

「
博
物
館
」
と
自
身
の
随
行
日
記
に
記

録
し
ま
す
が
、
こ
れ
は
「
博
物
館
」
と

い
う
こ
と
ば
の
用
例
の
初
出
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

名
村
に
北
方
情
報
を
教
え
た
泉
石

と
同
様
に
、
帰
国
後
の
彼
は
、
慶
応

元(

１
８
６
５)

年
の
江
戸
転
勤
ま
で
の

間
、
箱
館
で
英
語
教
育
を
通
し
て
後
進

の
指
導
に
あ
た
り
、
多
く
の
秀
才
を
育

成
し
ま
し
た
。
明
治
９(

１
８
７
６)

年

１
月
８
日
、
東
京
で
死
去
。
49
歳
の
こ

と
で
し
た
。

古
河
歴
史
博
物
館
学
芸
員　
永
用
俊
彦

▲名村が泉石に宛てた借用書
(鷹見泉石関係資料・国重文)
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